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男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、 

市
が
策
定
し
た
計
画
に
基
づ
く

平
成
22
年
度
の
各
事
業
の
実
施
報
告
を

受
け
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
会
（
尾お

の野
透

と
お
る

委
員
長
）」

が
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
委
員
会
か
ら
は
、
男

女
共
同
参
画
の
積
極
的
な
意
識
啓
発

や
子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
、
14
事

業
に
つ
い
て
の
意
見
が
ま
と
め
ら

れ
、
こ
の
ほ
ど
市
に
意
見
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
推
進
を

〜
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
が
意
見
書
を
提
出
〜

　

市
で
は
、こ
の
意
見
書
を
も
と
に
、

よ
り
一
層
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

尾野委員長から（左）意見書を
受け取る潮田副市長（右）

満
開
の
桜
が
お
出
迎
え

〜
福
岡
堰
さ
く
ら
ま
つ
り
開
催
〜

　

関
東
三
大
堰
の
一
つ
、
福
岡
堰
か

関
東
三
大
堰
の
一
つ
、
福
岡
堰
か

ら
延
び
る
約

ら
延
び
る
約
11
・
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

・
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
堤
が
、
春
に
は
見
事
な
桜
（
ソ
メ

の
堤
が
、
春
に
は
見
事
な
桜
（
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
）
の
ト
ン
ネ
ル
を
形
成
し

イ
ヨ
シ
ノ
）
の
ト
ン
ネ
ル
を
形
成
し

ま
す
。桜
の
開
花
時
期
に
あ
わ
せ「
福

ま
す
。桜
の
開
花
時
期
に
あ
わ
せ「
福

岡
堰
さ
く
ら
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

岡
堰
さ
く
ら
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

す
。
ま
つ
り
期
間
中
の
土
・
日
曜
日

す
。
ま
つ
り
期
間
中
の
土
・
日
曜
日

に
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
各
種
ア
ト
ラ

に
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
各
種
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
た
く
さ
ん
の
催
し
を

ク
シ
ョ
ン
な
ど
た
く
さ
ん
の
催
し
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
美
し
く
咲
き
誇

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
美
し
く
咲
き
誇

る
桜
の
下
を
歩
い
て
、
春
を
満
喫
し

る
桜
の
下
を
歩
い
て
、
春
を
満
喫
し

て
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い
。

ま
つ
り
期
間

ま
つ
り
期
間

44
月月
1313
日
㈮
〜

日
㈮
〜
1717
日
㈫
日
㈫

※
式
典
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
は
、

※
式
典
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
は
、
1414
日日

㈯
・
㈯
・
1515
日
㈰
（
雨
天
中
止
）、
午
前

日
㈰
（
雨
天
中
止
）、
午
前

1010
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
特
設
会
場

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
特
設
会
場

で
行
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
県

で
行
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
県

内
出
身
の

内
出
身
の
田田た

み
や

た
み
や宮宮

啓啓ひ
ろ
よ

ひ
ろ
よ代代

ラ
イ
ブ
、

ラ
イ
ブ
、
野野の

な
か

の
な
か中中

柚柚ゆ

り

ゆ

り里里
歌
謡
シ
ョ
ー
や
素
人
演
芸
な
ど

歌
謡
シ
ョ
ー
や
素
人
演
芸
な
ど

各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
ほ

各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
ほ

か
、
地
元
特
産
品
販
売
や
模
擬
店
が

か
、
地
元
特
産
品
販
売
や
模
擬
店
が

出
店
し
ま
す
。

出
店
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

　

詳
し
く
は
、
33
月
下
旬
か
ら
市

月
下
旬
か
ら
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
桜
の
開
花
状
況

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
桜
の
開
花
状
況

と
と
も
に
掲
載
し
ま
す
。

と
と
も
に
掲
載
し
ま
す
。

　　

さ
く
ら
ま
つ
り
期
間
中
は
、
つ
く

さ
く
ら
ま
つ
り
期
間
中
は
、
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
み
ら
い
平
駅
〜
さ

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
み
ら
い
平
駅
〜
さ

く
ら
ま
つ
り
会
場
（
水
門
）
ま
で
の

く
ら
ま
つ
り
会
場
（
水
門
）
ま
で
の

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
。ま
た
、

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
。ま
た
、

土
・
日
曜
日
は
会
場
内
（
水
門
〜
さ

く
ら
公
園
）
の
循
環
バ
ス
も
運
行
し

ま
す
。

●
ご
来
場
の
際
の
お
願
い

　

  

市
観
光
協
会
（
谷
和
原
庁
舎
産

業
政
策
課
内　

☎
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‐
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１
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（
内
線
８
１
４
１
）

問

　

み
ら
い
平
地
区
で
は
、
大
規
模
な

人
口
の
流
入
が
予
測
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
学
校
建
設
の
基
礎
調
査
お

よ
び
基
本
構
想
を
策
定
し
、
市
義
務

教
育
施
設
適
正
配
置
審
議
会
に
お
い

て
審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
立
地
条
件
や
平
成
40
年
頃
に

か
け
て
児
童
数
が
最
も
多
く
、
予
定

地
周
辺
の
環
境
整
備
が
進
ん
で
い
る

陽
光
台
地
区
へ
の
学
校
建
設
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
詳
細
な
計
画
を
進
め
る
た

め
、
学
校
建
設
基
本
計
画
の
策
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
本
計
画
は

陽
光
台
地
区
へ
小
学
校
を
建
設
す
る

た
め
、
建
設
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
ど
の
よ
う
な
学
校
に
し
て
い
く

か
、
学
校
施
設
規
模
の
検
討
や
計
画

方
針
な
ど
基
本
的
な
考
え
方
を
整
理

し
て
い
く
も
の
で
す
。
今
後
、
こ
の

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
学
校
建
設
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

  

谷
和
原
庁
舎
学
校
教
育
課　

☎
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‐
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内
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８
２
０
０
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問

陽
光
台
地
区
へ
の

 
 

学
校
建
設
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

〜
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
を
拡
大
〜

　

き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
（
料
金
無
料
）
は
、
谷
和

原
地
区
の
皆
さ
ん
に
も
利
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
に
、
試
行
と
し
て
４
月

か
ら
半
年
の
期
間
、
運
行
内
容
を
改

正
し
、
み
ら
い
平
駅
と
の
間
を
往
復

し
て
い
た
ル
ー
ト
を
延
長
し
、
小
絹

駅
（
谷
和
原
庁
舎
経
由
）
ま
で
運
行

し
ま
す
。

■
運
行
日
お
よ
び
期
間

　

４
月
３
日
㈫
〜
９
月
29
日
㈯

※
日
・
月
曜
日
運
休
。
た
だ
し
、
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
運
休
。

※
期
間
延
長
の
可
能
性
あ
り
。

小絹駅 谷和原庁舎 みらい平駅 きらくやま
9:30 9:37 9:45 10:05
12:35 12:42 12:50 13:10

きらくやま みらい平 谷和原庁舎 小絹駅
11:35 11:55 12:03 12:10
15:20 15:40 15:48 15:55

小絹駅⇒きらくやま

きらくやま⇒小絹駅

問 つくばみらい市社会福祉協議会
☎57‐0123（代表）

　

臨
時
駐
車
場
は
台
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。
ま
つ
り
期
間
中
は
会
場
周

辺
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
み
ら

い
平
駅
〜
会
場
間
の
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
、
ま
た
は
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
場
内
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

飲
酒
運
転
は
「
絶
対
し
な
い
・
さ
せ

な
い
」、
ご
み
は
持
ち
帰
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建設検討委員会の様子


